
 

 

１５．肉用牛繁殖技術指導強化チームによる肉用牛の繁殖成績改善の取組 
 

南部振興局 1)地域農業振興課 2)豊後大野家畜保健衛生所  

○植木佳孝・左東莉奈・佐伯真奈美１）・手島久智２） 

 

 

【背景・目的】 

 南部振興局では、振興局、豊後大野家畜保健衛生所、佐伯市、県農協南部事業部を構成

員とする肉用牛繁殖プロジェクトチーム(以下、「繁殖ＰＴ」という。) を設置しており関

係機関が連携して発情の早期発見と母牛の分娩間隔の短縮など肉用牛経営の改善に取り組

んでいる。佐伯市内の肉用牛繁殖農家Ａ氏は平成29年度に父親の肉用牛経営を継承し飼養

頭数は経営継承時の22頭(成牛+育成牛)から令和3年2月には27頭まで増頭したが、未受胎

牛が多いため、繁殖ＰＴで改善に取り組んだ。 

【取組内容】 

繁殖成績は、令和3年3月時点で分娩後の分娩間隔453日(14.9ヶ月)・平均初回受精日数77

日・発情発見率36％・受胎率45.5％であった。 

Ａ氏は飼料コスト低減を目的に、粗飼料は河川で収集した野草を主体に給与しており、

配合飼料についても醤油粕や米ぬか等を利用した自家配合を行っていたことから未受胎の

原因として栄養不足を疑い、餌の配合について調査した。 

振興局で母牛の粗飼料及び粕類等のサンプルを収集し、全国酪農業協同組合飼料分析セ

ンターに飼料分析を依頼した。 

分析結果に基づき栄養分の充足率を確認したところ、維持期(受胎前)のＣＰ(粗蛋白質)

が126％、ＴＤＮ(可消化養分総量)が160％とバランスが悪く維持期（受胎後）のＣＰ(粗蛋

白質)が89%と不足していた。 

併せて、豊後大野家畜保健衛生所が繁殖牛16頭の代謝プロファイルテスト（以下、「ＭＰ

Ｔ」という。）を実施し血液分析により栄養状態を調査した。 

調査の結果、殆どの母牛でビタミンＡが不足しており、妊娠末期では総コレステロール

値が標準値を上回る個体が多いことからエネルギーと脂質の過剰給与が疑われた。 

また、全ステージで血中尿素窒素やアルブミン・βヒドロキシ酪酸の数値が低く蛋白質

不足が疑われたが、蛋白質を多く含む粕類を給与していることからNFCの不足によるルー

メンでの発酵不良等と推測された。 

調査結果とＡ氏の要望も踏まえ、粕類の活用を考慮しながら飼料設計の見直しを行った。 

維持期（受胎前）の配合飼料は大麦・醤油粕を増量しＣＰ含有量を132％、米ぬか減量し

ＴＤＮ含有量を136％に変更しバランスをとるとともに、妊娠末期では配合飼料の給与量

を変更しエネルギーと脂質の削減を図った。 

また、ルーメンの発酵改善を目的にNFCを増やすよう粗飼料のうち畦草の割合を増加し、

ビタミンＡ不足に対応するため分娩後と未受胎牛のみ給与していたビタミン剤を分娩2ヶ

月前から給与するように変更した。 

【成果】 

 飼料変更後の繁殖成績は、令和4年2月には平均初回受精日数が65日に短縮、発情発見率

は52％に、受胎率は68.4％に上昇した。飼料変更から令和4年7月までに受胎した母牛の推

定平均分娩間隔も431日（14.2ヶ月）と改善が認められた。 

また、令和4年7月には再度ＭＰＴを行い栄養状態全般が改善されていることが確認でき

た。 

【残された課題】 

Ａ氏が現在の牛のコンディション改善に手応えを感じているため、飼料設計は変更せず

飼料摂取量の改善に向けた飲水施設の修繕など飼養環境の改善を提案している。 


